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建物規模 ：地上 2 階  
構造    ：RC 造  
延べ床面積：1,725 ㎡  
設計    ：（株）現代建築研究所 
施工    ：建築 佐藤工業（株） 
       ：設備 三建設備工業（株） 
       ：電気 （株）トーエネック 
       ：コンサルタント (株)プラナス 
 
機械設備概要 
熱源    ：空冷チラ （ーモジュールチラー） 
(30USRT×10 台連結) 
空調    ：飼育室 単一ダクト方式 
        オフィス他 ビル用マルチエ
アコン 
換気    ：第一種換気（トイレ第三種換気） 
給水    ：加圧給水方式 
給湯    ：中央給湯方式 
排水    ：屋外合流 
 
ユーティリティ 
一般飼育室(マウス 9 室、ラット 2 室）、感染実
験飼育室（P2A 実験室 1 室、P3A 実験室 1 室）、
実験室 2 室、行動実験室 3 室、行動用実験飼育





図 1 新実験動物施設棟の全景 
 
飼育設備機器：一方向気流ラック（マウス 61 台・
約 4,000 ケージ、ラット 13 台・約
400 ケージ）、        
IVC ラック（マウス 2 台・280 ケ
ージ）、セーフティラック        










ーブ 1 台 等 
クリーンルーム：クラス 10,000 25 室、クラス




1 階平面図  
 
 
2 階平面図  
 

































 一般飼育室 11 部屋（マウス飼育室 9 部屋、ラ
ット飼育室 2 部屋）では、マウス約 4,000 ケー





















































          自動フラッシング装置制御盤  
 
 




















































図 9 感染実験室の飼育機器等 
 
 
図 10 実験用飼育室の飼育機器 
 
５．洗浄室 
 洗浄室(図 11)にはケージ洗浄機 1 機、高圧蒸
気滅菌器 2 機、ガス消毒器（URM ガス,図 12）






図 11 洗浄室 
 





 実験動物管理室は、管理者として室長 1 名、施
設の運営管理を行う研究補助員 2 名、事務補助
員 1 名の他、動物飼育管理等を行う外注職員 10
名の合計 14 名が所属している。 
 動物の飼育環境の維持には、定期的な微生物モ
ニタリング検査（年 4 回）を実施している。ま
た、技術支援業務として生殖工学技術を用いた
マウスクリーン化、配偶子の凍結保存を行って
いる。 
 
［おわりに］ 
実験動物施設棟の設計から建築段階までの期
間、筆者の赴任前に設計図面や飼育設備機器等が
コンサルタント会社を中心に施工業者により検
討されていた。総工費が当初の見積もりよりも大
幅にダウンしたことで建物や設備機器等の見直
しが行われた結果、旧実験動物施設棟よりも動物
収容率を向上させることに重きが置かれ、空調機
器や建物給排水設備、飼育設備機器等のスペック
ダウンや中止が徹底的に行われた。そのため本来
の実験動物を飼育する機能の一部を失った施設
が完成してしまった。具体的には、検疫室や胚操
作室では少なくとも数ヶ月程度動物を飼育する
にも関わらず、一般空調とエアコンを組み合わせ
た空調設備である点（換気回数の不足）、一般飼
育室の飼育ラックの最上段が照明設備に近すぎ
る点（場所により 1,000 ルクスを越える!!）、飼
育室等のドアの段差が著しい点、および実験室
（行動実験含む）、検疫室や胚操作室に給排水設
備機器が設備されていない点などが挙げられる。
以上の理由から、適正な動物実験を遂行するため
には、適正な動物飼育の実施が必要不可欠であり、
現在ソフトおよびハード面において改善に取り
組んでいる。 
